
- 90 - - 91 -

平成 27，28年度プロジェクト研究 
「量子数理に関する学際的研究」 

 
１．研究者 

新居	
 毅人	
 （理工学総合研究所） 
中原	
 幹夫	
 （理工学部理学科物理学コース） 
近藤	
 康	
 	
 （理工学部理学科物理学コース） 
 

２．総括 
本プロジェクト研究では，それぞれ下記の様な分担研究を行った。 
（1）	
 新居は，Davey-Stewartson（DS）方程式に注目し，周期ソリトンが関連するソリ

トン共鳴に関する研究結果を体系的にまとめるとともに、これまで理解されていな

かった相互作用の存在、その条件などを明らかにした。研究成果は [1]、[2] である。 
（2）	
 中原は，量子誤り訂正符号と非断熱量子制御の研究を行なった。前者では，すべ

ての qudit に同一のエラー演算子が作用する場合に，最大の量子情報量がエラーか
ら守られるために必要な SU(d)の規約表現を求めた[3]。後者では，冷却原子気体
(BEC)における渦の非断熱生成について研究した。従来，BECにおいては Berry位
相により断熱的に渦の位相を書き込んでいたが，[4]では，それを非断熱的に書き込
む研究を行った。また[5]では，それを用いて渦位相を何度も書き込み，高度の巻き
数を持つ渦を生成する渦ポンプの研究を行った。 

（3）	
 近藤の研究は量子情報分野とＮＭＲ装置開発の 2分野で行われた。（１）量子ゼノ
ン効果をそのアイデアに忠実にＮＭＲ量子コンピュータに実装した[6]。すなわち、
通常の実験のように非ユニタリー操作を磁場勾配によって導入するのではなく、同

じ分子中の他の核スピンとの相互作用によって実現した。この実験によって、ユニ

タリー時間発展だけでなく、緩和現象という非ユニタリー時間発展も量子ゼノン効

果によって抑制できることを示した。（２）構造が簡単で製作も容易なＮＭＲ用の磁

石システムの開発を行った。その成果は論文[7]になるとともに、サムウエイ社から
製品として販売されることになっている。また、サムウエイ社との協力関係も継続

しており、平成 28年度には受託研究費（30万円）の提供を受けた。 
 
３．研究成果 
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